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インプットとしてのソフトウェアの

　　　　消費についての一考察

尾　　畑　　裕

1　はじめに

　近年，ソフトウェアの重要性ほますます犬きくなってきているが，その会

計処理や原価計算の方法はまだ完全に確立したとはいいがたい．ソフトウェ

アに関しては，アウトプヅトとしてのソフトウェアの原価をどのように計算

するかという問題とインプットとしてのソフトウェアの原価計算上の処理を

どうするかという問題が存在するが，とくに後老の間題にたいしては，未解

決の問題が多く存在しているように思われる．その背景には，生産要素とし

てのソフトウェアの消費形態についての理論的研究がほとんど存在していな

いことがあるように思われる．本稿では，インプットとしてのソフトウェア

を原価計算上どう処理するかという問題を考えるさいの出発点として，ソフ

トウェアの消費についての生産理論的な考察を行なってみたい．

　原価計算基準においては，原価の本質を次のように規定している．

　r原価計算制度において，原価とは，経営における一定の給付にかかわらせ

て，は握された財貨または用役（以下これをr財貨」という．）の消費を，貨

幣価値的に表したものである．」（第1章3「原価の本質」）

　すなわち，原価の背後には，財貨または用役の消費があり，その消費を一

定のアウトプヅトにかかわらせて把握して，単価をかけて貨幣価値的表現に

直したものが原価であるというわけである．したがって，その財貨または用

役の消費を把握することが原価把握の第一歩である．たしかにすべての原価
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が物量的消費と単価とに分解できるわけではない．たとえぱ，固定資産税な

どの租税は，原価要素であるが，その基礎にどういう要素の消費が存在して

いるのかは明確ではない．しかしながら，できるだけ多くの原価要素につい

てその物量的基礎を認識しようとすることは意味のあることである1〕．

　そこで本稿では，ソフトウェアはどのように消費されるのか，という問題

に焦点をあてて考えてみたい．そのために，材料や，労働力，機械設備，建

物・土地などの他の生産要素の消費はどのように考えられるのかを第2節で

明らかにし，ソフトウェアの消費にはどのような特殊性があるのか，他の生

産要素と共通の消費の概念を見つけることはできないか，という悶題を第3

節で検討する．

2　生産要素の消費の本質

　消費という言葉はよく使われるが，消費とはそもそもどういうことをいう

のかという問題は，かならずしも自明ではない．そこで，いくつかの生産要

素を例に，消費という言葉の背後にある共通点をさぐっていくことにしよう．

（1）材料の消費

　材料の消費とは，何をもって消費と考えれぱよいであろうか．

　材料のもとの形が変化することをいうのであろうか．もし，そうだとすれ

ば，組立産業のように材料の原型をとどめる場合には，消費とはいえないこ

とになってしまう．したがって，材料の物理的・化学的変化をもって材料の

消費と考えることはできない．一般に原価計算的には，材料を出庫した時点

で材料の消費が認識される．その根拠は何であろうか．材料を出庫するとき

には，その材料がどのような目的に使われるかが確定する．個別原価計算を

とっているときには，出庫は出庫票がなけれぱ行なわれないが，その出庫票

には製造指図書番号が記載されている．もちろん引当材料の場合には，その

材料を購入するときからその利用目的は決まっているといえるが，事情によ

り，当該製品の生産を中止したときには，引当材料を売却することも考えら

れる．しかし，出庫して生産過程に投入された後には，そのようなことは考
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えられない．したがって，とりあえず，利用目的の確定をもって，消費の本

質と考えることにしよう．

（2）　労働力の消費

　工員の疲労をもって労働力の消費と考えるべきであろうか．それとも，工

員の消費カロリーをもって労働力の消費と考えるべきであろうか．その前に

考えなければならないのは，そ送そも労働力の消費形態は，賃金の支払形態1

と関係があるのかないのかという問題である．たとえぱ，時間給制の工員が，

同じ1時間内に提供した作業量に。違いがあった場合，労働力の消費量に差が

あると見るべきであろうか．

　労働力の消費量自体は絶対的に・測定可能なものであり，支払形態のような

人為的なものに影響されないに違いないという考え方もあるかもしれない．

そのような考え方をとった場合，たとえば，経営管理老の管理可能な原因に

よって生じた手待時間にたいして支払われた賃金には，いかなる消費が存在

していると考えられるのであろうか．この場合，物理的には，いかなる労働

力も投入されていないように見えるのであるが，そこには原価が発生してい

るのである．

　私見によれぱ，生産要素の消費というのは，人間の認識とは無関係に生ず

るものではなく，人間（具体的には経営者）が，そこに生産要素の消費を認

識してはじめて，消費が生ずるのである．労働力の消費の場合，経営老の認

識は，賃金の支払形態のなかに反映されているとみるべきである．出来高給

制をとっていれぱ，生産量に応じて，その生産量の生産に必要な標準的な労

働力が投入されていると認識して一いることになり，時間給制をとっている場

合には，工員を拘束している時閻の経過とともに労働力が消費されていると

認識していることになる．実際には，工員の絶対的な仕事量に大きな違いが

あったとしても，拘束された1時間分の労働力は，時間給制の場合常に同じ

と考えるのである．

　さて，そのように労働力の消費1は，客観的な事実そのものというよりは，

人間の認識に依存するものと考えられるのであるが，それでは，労働力の消
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費の本質は何であろうか．材料の場合は，利用目的の特定化が消費の中身で

あった．労働力の消費の場合にも同様のことがいえる’のであろうか．

　材料の消費と労働力の消費との決定的違いは，時間という要素が重要性を

もっているかどうかである．材料の場合には，いつ消費しなけれぱならない

という制約がほとんど存在しない．それにたいして労働力の場合，とくに時

間給制の場合，労働力の消費が行なわれるのは，工員の拘束時間に限定され

る．購入されたこの拘束時間をどういう目的に振り向けるかということが経

営者の意思決定によって決まる．

　材料の消費と労働力の消費との間には上に指摘したような違いがあるもの

の，材料の消費の場合に指摘した利用目的の特定化という消費の本質は，労

働力の消費にも当てはまる．時間給制の場合，工員の拘束時間の経過ととも

に労働力の消費が行なわれるのであるが，その本質は，工員の拘束時間の経

過とともに・その拘束時間の利用目的が確定していくということである．先

に指摘レたような手待時間の場合，何もしないことを利用目的とよぶのに低

抗があるならぱ，他の利用目的の排除といってもよい．利用目的の特定化と

他の利用目的の排除とは同じことの裏表である．ある特定の拘束時間に何も

しないという利用方法を選択したならぱ，他の利用目的，たとえぱ旋盤を操

作してある特定の仕掛晶を加工するという利用目的は排除されるのである．

時間給制の場合，工員の拘束時間の経過とともに労働力の消費が必ず生ずる

ことはわかっているが，どういうふうな使い方がされたかが事前には不確定

であり，拘束時問の経過によって，その不確定だった利用法が確定していく

のである．それが，時間給制の場合の労働力の消費であるといってよい．

　それでは，出来高給制の場合の労働力の消費の本質は何であろうか．出来

高給制の場合，一定単位の作業が完了するごとに，標準的な労働力め消費が

行なわれたと考えるのであるが，そこでいう労働力は，特定の時問に特定の

強さでなされた労働である．その特定の労働力を他の目的に振り向けること

もできたが，そうせずに当該目的のために利用したのであるから，労働が行

なわれた時点で，その特定の労働力は他の利用目的を排除したことになり，
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労働力の消費が起こるのである．

（3）機械設備の消費

　機械設備の消費とは，機械設備自体の磨耗であろうか．場合によってはそ

ういうこともあろう．ドイツの生産・原価理論においては，機械設備が，そ

の生涯の間に提供しうる生産量の総量を決定できるとして，それを全生涯能

力（Tota1kapazit註t）とよんでいる2〕．しかし，機械設備の場合，その物理的

な寿命のみが，その機械の寿命ではない．その機械設備よりもはるかに高機

能の機械が，はるかに安い価格で発売されたときに，現在の機械設備の物理

的寿命がまだ尽きていなくても，新しい機械設備に取り替えられるのが普通

である．いわゆる経済的な陳腐化である．

　もし，機械設備を最犬限に酷使した場合でも経済的陳腐化の方が機械設備

そのものの物理的寿命が尽きるのより早い場合には，機械設備そのものの磨

耗などの物理的な現象は，機械設備の消費にとって何の影響ももたらさない．

その場合，機械設備にとって重要なのは，経済的な陳腐化が起こるまでの期

間をいかに有効に利用するかということである．定期的な保全などでその機

械が使用できない時間を除いたその機械の利用可能時間が経過するにつれて，

その機械設備は消費されていく．そこにおける消費という意牢は，時間給制

の場合の労働力の消費の意味と同じであり，機械設備の利用可能時間が特定

の利用目的のために利用され，他．の利用目的を排除することである．もちろ

ん，本来利用可能な時間に，何の作業もさせずに，機械設備を遊休にしてい

るのは，そのような利用方法を選択した結果であり，そのような利用方法を

選択した結果，他の有効な利用目的を排除してしまったのである．利用可能

時間が経過するごとに，その経過分についての利用可能時間の利用方法が確

定していき，それが，機械設備の消費となるのである．もちろん，通常は，

生産計画にしたがって機械を動かすので，特定時間の機械設備の利用方法は

事前に決まっている．しかし，討画モま途中で変更されるかもしれないし，計

画どおりに実行されるという保証．もない．突発的に機械が停止し，手待時間

が発生するかもしれない．したがって，利用可能時間が経過してはじめて・
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その部分の利用方法が確定する．

　　もし・経済的陳腐化がくる前に物理的に機械設備の寿命が尽きてしまうと

・予想される場合には，経済的陳腐化は，機械設備の消費を考えるときに何の

意味ももたない．しかし，時間の経過はやはり重要な意味をもっている．機

械設備の物理的な劣化は，通常その機械設傭の利用に比例する部分と時間の

経過に依存する部分からなっているからである．機械設備の利用に依存する

物理的劣化たついては，その機械設備をどれだけの強度でどれだけ実際に使

用したかが，その機械設備の消費量を決定する．機械設備が停止している場

合には，この種の劣化は起こらない．ところが，時間の経過に比例して発生

する機械設備の劣化については，機械設備が停止している間も発生する．

　そこで，経済的陳腐化がくるより前に物理的寿命が尽きる場合には，時間

の経過に依存する劣化による部分と利用に依存する部分に分けて考えていか

なけれぱならない．時間の経過による劣化の部分については，その機械設備

の利用可能時間の経過とともに，その機械設備の利用目的が確定され，機械

設備の消費が起こると考えてもよい．しかし，利用に依存する部分について

は，実際にどれだけの時間，どれだけの強度で利用したかによって，その消

費量が決まってくる一その場合，機械設備の全生涯能力のどれだけを消費し

たかという形で，消費が認識されることになろう．全生涯能力の特定の一部

分を，どういう目的のために利用したか，それが確定したときに消費が起こ

るのである．

　旋盤のように，機械設備のうち時問の経過に依存して劣化する部分と利用

により劣化する部分が分離可能であり，利用に依存して劣化する部分（旋盤

でいえぱ刃）を交換できるのであれば，時問に依存する劣化と利用に依存す

る劣化を分けて考えることができる．しかし，その二つの部分が分離不可能

な場合には，利用に依存して劣化する部分がその寿命に達してしまえぱ，い

くら時間に依存して劣化する部分がまだ寿命に達していなくても，機械設備

全体が寿命に達することになる．このように時間依存の劣化部分と利用依存

の劣化部分が分離不可能な機械設備の場合には，どちらか先に寿命に達する
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部分の消費形態が，機械設備全体の消費形態を規定することになる．ただ，

これが事前にはなかなか判明したいことが多いのではないかと思われる．

　また，機械設備をあまり利用しなかった場合には，かえって故障しやすく

なり，物理的寿命を縮める結果となる．このように，時間に依存して劣化す

る部分と利用に依存して劣化する部分を分けて別々に考察することには限界

があることに注意する必要がある．

（4）建物と土地の消費

　建物の消費は，基本的には，機械設備の消費と同じであるが，経済的陳腐

化ということは通常考えられない．また，機械設備に見られたような利用に

よる劣化というものもあまり考慮する必要はない．時間の経過とともに建物

は消費されると考えることができる．その場合，消費の本質は何であろうか．

材料の消費の場合，労働力の消費の場合，機械設備の消費の場合には，他の

利用目的の排除が消費の本質となっていた．建物の場合にも，ある建物の特

定のスベースをある特定の目的に使っている場合には，同じスベースを他の

目的には使用できない．その意味で，他の利用目的の排除が存在しており，

それが建物の消費の本質であると考えることができる．遊休スペースがある

場合も，そのスペースを遊休にしていることにより，他の利用目的が排除さ

れているのである．

　しかし，機械設備と建物を比較してみると，けっして事情は同じではない．

機械設備の利用方法は，秒単位で変更可能である．短期的に利用目的を変更

できる．しかし，建物の場合は，一度利用目的を限定するとその利用目的に

継続的に利用することになり，短期的には利用目的を変更できない．たとえ

ぱ，工場建物の特定のスペースに犬型の設備を備えつけた場合には，そう簡

単にそのスペースを他の利用目的に明け渡すとは考えにくい．しかし，理念

的には，その設備を除却あるいは移動することは可能である．そのスペース

をその設備のために利用し続けることを中止するという意思決定をしないこ

とが，そのスペースを消費していることになると考えられる．

　土地については，土地は消費されないということがいわれたことがあった
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が3〕，他の利用目的の排除という意味であれぱ，土地も消費される．ある土

地を特定の目的に利用すれぱ，同じ土地を同時に他の目的には利用すること

ができないのである．ただ，建物のときに指摘したような利用目的の継続性

が，土地の場合には，さらに増幅される傾向にある．ある特定の土地に建て

られた建物を壊して別の目的の建物を建てるということを仮定するのは困難

である．ただ，この場合でも，将来のいずれかの時点で建物も壊されるわけ

である．その建物を壊すという意思決定をしないという意味において，その

土地の消費が行なわれていると考えることができよう．

（5）消費の存在を仮定できない原価要素

　原価計算基準には，「原価とは，経営における一定の給付にかかわらせて，

は握された財貨または用役（以下これをr財貨」という．）の消費を，貨幣価

値的に表したものである」と書かれているが，実際にはその原価の基礎とな

っている財貨または用役の消費を確定できないものもある．たとえぱ，租税

である．固定資産税などは，原価要素になるが，租税はいったい何を消費し

て発生するのかはっきりしない．

　わが国の原価計算制度は，原価計算により計算された製品原価が売上原価

として財務会計に結合する．そのため，原価計算は，資本減少部分たる費用

を計算して，それを資本増加部分たる収益から差し引いて，資本の回収の事

実を明確に示すという任務の一環を担うことになる．そのため，資本回収的

観点がはいってくる．また，価格計算への役立ちという意味からも，原価計

算に資本回収的観点がはいってくる．そのため，純粋に物的な消費量かける

単価でとらえられる部分をこえて，資本回収的観点から原価要素にいれられ

るものもあるという事実を認めざるをえない．資本回収的観点は，固定資産

税などの特殊な費目だけでなく，減価償却費の計算や，材料費の計算にも関

係している．資本回収の観点を使えば，特定の原価が原価たる理由を説明す

ることは容易であるが，できるだけ原価計算独自の立場から物的な消費の事

実を認識して，消費という観点から説明できる原価の範囲を増やしていく努

力をしなくては，原価計算の進歩はないように思われる．
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3　ソフトウェアの消費

（1）　ソフトウェアと他の生産要素との違い

　ここで，ソフトゥェアとは，狭義に解し，コンピュータ等のプログラムを

意味するものとする．ただ，汎用コンピュータのプログラムだけでなく，

NC工作機械等の制御に使われるプログラムも含まれるものとする．さて，

ソフトウェアは，生産要素としては，比較的最近登場した要素であるが，消

費の本質という観点からみて，ソフトウェアは他の生産要素に比べてきわだ

った特色をもっているのであろうか．第2節における検討で，消費の本質は，

他の利用目的の排除にあると考えた．他の利用目的の排除という事実が，ソ

フトウェアの消費にも認められるかどうかを検討してみる必要がある．

　ソフトウェアは，簡単にコビ・一をとることができ，そのソフトウェアをあ

る目的に利用していたとしても，けっして他の利用目的を排除しない．これ

は，ソフトウェアを，材料，労働力，機械設備等と比べてみた場合の大きな

特殊性である．材料の場合，ある製品を作るために使った場合，その材料を

他の製品を作るために使うことはできない．同種の材料を使うことはできて

も，ある特定の材料を二つの目的に同時に使うことはできない．労働力の場

合も，同じ工員が，同じ時間に同時に二つの仕事をする、ことはできない．機

械設備をある目的のために使用したとすれば，その機械設備を同じ時間に他

の目的のために利用することはできない．

　それにたいしてソフトウェアの場合は，自らのコピーに同時に複数の目的

のために奉仕させることができろ．ある機械を制御するためのプログラムを

コヒ1一して，別の機械を制御すろためのプログラムとして利用すれば，同じ

プログラムを使って，同時に複数の機械を動かすことができる．工場におけ

る実績生産データを現場に備えつけたパソコンに入力してデータベースに蓄

えるためのプログラムを外部に依頼して作った場合，同じプログラムを複数

のバソコンにいれて，同時に利用することができる．

　プログラムのコピーを作らなくても，メインフレーム上のひとつのプログ
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ラムをTSSにより各端末からあたかも同時に使っているかのように感じさ

せることも可能である．

　購入してきたプログラムの部品を組み込んで様々な別のプログラムを作る

ことができる．これはプログラムの一部を部品として，あたかも材料のよう

にして，新しい製品を作るものである．この場合，購入してきたライブラリ

ーは，いくら使っても減ることがない．ある目的のために利用することが，

けっして他の目的を排除しないのである．

　このようにソフトウェアの場合，他の生産要素に認められる他の利用目的

の排除という消費の特質を欠いているように見えるのである．この点を次に

具体的なケースごとに検討してみよう．

（2）特定のハードウェアと結ぴついたソフトウェアの消費

　前項においては，消費において他の利用目的の排除が存在しないというの

が，ソフトウェアの一般的特質のように書いたが，実際にはそうではない．

ソフトウェアといえども，他の生産要素と同じく，利用するときに他の利用

目的を排除するものもある．

　コンピュータのプログラムは，プログラムだけあってもどうすることもで

きない．そのプログラムを利用するためには，特定のハードウェアが必要で

ある．汎用バッケージソフトを買ってきた場合も，それを何台のコンピュー

タで利用するかをあらかじめ届け，ライセンス契約をすることが必要である．

ひとつのプログラムを自由にコビーして使えるわけではない．

　このように，ソフトウェアは，プログラム自体をいくらコヒ㌧しても，そ

のプログラムを活用できるハードウェアと組み合わせなけれぱ，何の意味も

ない．であるならぱ，ソフトウェアの消費は，多くの場合，ハードウェアと

セヅトにして考えなければならないことになろう．とくに，0Sのような基

本ソフトウェアは，コンピュータに結ぴついて消費される典型である．

　今，バーソナノレコンピュータが50台あるとして，そのそれぞれのバーソナ

ノレコンピュータで使うために同じプログラムを50本用意する必要がある．

ひとつのバヅケージソフトを員ってそれをコビーして使うことは禁じられて
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いる．そうすると，特定のバーソナノレコンピュータにインストールしたプロ

グラムは，その特定のコンビュー一タを通じて利用されることになり，その消

費形態は，そのブログラムをインストーノレしたコンピュータの消費形態に規

定されることになる．その場合には，第2節で検討した機械設備の消費と同

じ状況になる．特定のバーソナノレコンビュータと特定のプログラムの組予合

わせを利用しようとすると，そこに利用の排他性が生まれる．ある目的のた

めに，ある特定のバソコンを使って特定のプログラムを利用しようとすると，

そのバソコンとそのプログラムを別の目的に利用することはできなくなるで

あろう．

　機械の制御のためのプログラムも，特定の機械と結ぴついてのみ利用され

るのであり，そのプログラムの消費形態は，そのプログラムを利用する機械

設備の消費形態により規定されることになろう．

　このように一口にソフトウェアといっても，基本的に他の生産要素の消費

と同じような消費のされ方をする場合もあることに注意する必要がある．

（3）　メインフレーム上のプログラムの消費について

　メインフレームのコンビュータの記憶装置にインストールされたプログラ

ムを主記憶装置上に呼び出して一使用する場合，同じプログラムが複数の

TSS端末から何度も呼び出されて利用される場合がある．このような場合

は，一つのプログラムが同時に1…まざまな目的に利用されることになり1他

の生産要素に認められるような他の利用目的の排除という消費の特質を失う

ように思える．このような場合，ソフトウェアの消費をどのように考えれば

よいであろうか．

　ソフトウェアの消費を個々の利用目的との関係で見てみると，たしかに利

用目的の排他性が存在しない．しかしながら，ソフトウェアの消費を，ソフ

トウェアによって準備される環境の消費というふうに捉えなおしてみたらど

うであろうか．ソフトウェアの購入や開発は，ある機能をもったプログラム

を自由に利用できるという環境を準備するために行なわれる．そのような環

境をできるだけ有効に利用していくことが経営者の課題である．そのような
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環境を，どのような利用目的の組み合わせで利用するかという観点でみれぱ，

やはり，利用の排他性は存在しているのではないであろうか．ある一定時間

帯において，特定の利用目的の組み合わせを選択した場合には，同時に別の

組み合わせを実現することができないのである．

　ソフトウェアは，一定の期間で陳腐化する．その場合にはヴァージ目ン・

アヅプをするなり，別のソフトウェアに置き換える必要がある．それまでの

期間，購入されたあるいは開発されたソフトウェアは，時間の経過とともに

消費されていく．その消費の本質は，その時点その時点で，そのソフトウェ

アをどういう使い方をするかが確定することである．もはや個々の仕事との

関係で排他性を論じることはできない．消費の本質は，単一利用目的の観点

からの他の利用目的の排除から，複数の利用目的の組み合わせの観点からの

他の使い方の排除へと拡張される必要があるのである．

（4）　プログラム部品の消費

　購入したプログラムを部品として他のプログラムに組み込む場合がある．

ライブラリーの使用のように同じプログラムをいろいろと別のプログラムに

部品と．して組み込む場合がある．ブログラムを開発するときに組み込むプロ

グラムは，材料との類似性をもっているように見えるが，実際には一度使っ

てしまっても，何度でも同じプログラムを使用することができるという点で

材料とは大きく異なる．その場合，個々の利用目的との観点からみると，け

っして他の利用目的を排除しない，

　しかしながら，「（3）メインフレーム上のプログラムの消費について」で検

討したように，ソフトウェアによって準備される環境の消費という観点から

みた場合には，拡張された消費が存在する．プログラム・ライブラリーによ

って，いくつかのプログラムを自由に使用することができる環境が準備され

るのであり，消費されているのは，そのような環境全体である．そのような

ライブラリーが陳腐化するまで，そのライブラリーはプログラミングを容易

にするという環境を提供するのであり，時々刻々と，その使い方が確定して

いくのである．せっかくプログラム・ライブラリーが用意されていてもそれ
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をほとんどつかわないかもしれないし，頻繁に利用するかもしれない．ある

使い方が実現された場合，その他の使い方が排除されてしまうという意味で，

プログラム・ライブラリー全体の消費が行なわれていると考えることができ

るのである．

4結論と残された問題

　本稿では，ソフトウェアの消蟹を他の生産要素の消費と比較することによ

り，消費の概念が拡張されねぱならないことを指摘した．しかしながら，拡

張された消費の概念は，ソフトワェアの消費を説明するだけのために有用な

わけではない．機械設備，建物，土地の消費を考えたときには，単一利用目

的の観点から他の利用目的の排除をもって消費の本質と考えた．しかし，利

用目的の組み合わせの観点から，他の利用方法の排除をもって消費と考えた

方が，労働力の消費，機械設備の消費，建物の消費などははるかに説明しや

すい．

　労働力の消費でいえぱ，工員は，複数台の機械を操作して，同時に別の仕

事をするかもしれない．複数の機械を同時に監視するかもしれない．複数台

の機械を操作したとしても，複数の機械を監視していたとしても，複数台の

機械を操作するというのが一つの仕事であり，複数の機械を監視するのが一

つの仕事であるというふうに考えれば，単一利用目的の観点から他の利用目

的の排除を論じることも可能である．しかし，複数の利用目的の組み合わせ

の観点から他の利用方法の排除ごいう主張を行えぱ，労働力の消費をヨリす

っきりと説明できそうである．

　また，同時に複数の機能の作業をこなす機械があった場合，それぞれの機

能を1つの機械と考えて，その単一機能の機械部分は，同時に1つの仕事し

かできないであろうという仮定で，他の利用目的の排除を主張することはで

きるかもしれないが，複数の利用目的の組み合わせの観点から他の利用方法

の排除としてとらえた方がはるかにすっきりする．

　建物や土地の消費にいたっては，単一利用目的の観点からの他の利用目的

792



インプットとしてのソフトウェアの消費についての一考察 （81）

の排除という説明は少し無理をしている．たとえぱ，建物の特定のスペース

ごとに，この特定のスペースをどういうふうに利用するかを考慮するよりも，

建物全体として，どういうふうに利用するかという観点から消費を考えた方

がはるかに自然であろう．

　このように材料，労働力，機械設備，建物・土地という順番で消費の本質

を検討してきて，最後にソフトウェアの消費を考えたわけであるが，もっと

も包括的な消費の概念は，利用目的q組み合わせをも考慮した他の利用方法

の排除というものであろう．

　本稿は，ソフトウェアの原価計算・会計処理について直接的に検討するも

のではないが4〕，それらの実務的な問題について考察するさいのひとつの出

発点である．本稿に基づく具体的な原価計算の方法や会計上の処理の検討に

ついては；将来の課題としておきたい．

　1）　ドイツの生産・原価理論は，原価を物量的構成と価値的構成に分離して，

　　原価の物量的構成についての法則性を研究するのが生産理論であり，それを

　　評価した原価の法則性を研究するのが原価理論であると考えている．

　2）　Heinen，E．，B2左〃助s〃ゴ病c肋κc加κo∫加勿12〃〃＝Ko∫危〃肋20〃2”伽∂κo一

　　∫肋舳鮎加肋〃g（Wiesbaden：Gabler，6，AuO．，1983）S．276参照のこと．

　3）　シュマーレンバッハ（Schmalenbach，E．）は，土地は消費されないので，

　　購入された土地は，原価にはならないといっている．（Sc㎞alenbach，E．，

　　Selbstkostenrechnung　I，Zeitschrift　fOr　Handelsw…ssenschaftliche　For－

　　schmg，13．Jahrga㎎，1919，S．268．）

　4）　ソフトウェアの原価計算の具体的な実務については，たとえば，櫻井通晴

　　他著・情報サービス産業協会編「ソフトウェア原価計算一原価管理・価格決

　　定・資産評価のために一」（増補版）白桃書房，1992年が詳しい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一橋犬学助教授）
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